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「感謝の１学期」

今年度は、コロナ禍に伴う、緊急対応からスタートをしました。4月当初に始業式や入学

式はどうにかできたものの、それ以降は臨時休業の日々が続きました。「今後はどうなる
のだろうか。」「学校はいつはじまるのだろうか。」などみなさんも考えたのではないでしょ
うか。本来なら４月から始める行事が全くできず、PTA総会や家庭訪問等、児童生徒はも

ちろん御家庭の皆様と担任をはじめ学校の教職員が出会う場面が全くない状態で２ヶ月
が過ぎました。電話連絡やPTAメール、HP等で情報はお伝えさせていただいたものの、新

しい担任の顔さえわからない状況というのは、保護者の皆様も戸惑いばかりだったので
はないでしょうか。

学校という環境は、児童生徒や先生達が集まり、学習や様々な活動をする場所である
ため、３密の回避が本当に難しい場所です。そのため、なかなか始めることができないこ
とは、頭ではわかっているものの、歯がゆい日々が続きました。

どうにか学校をはじめることができるようになった５月の最終週、全員が登校できるよう
になった６月からは、児童生徒の声が学校に響きわたり、やっと始まったという喜びと同
時に、これから学校としてコロナ禍に対応していかなければならない責任も感じ、日々緊
張しながら過ごしていたように思います。

保護者の皆様にも、児童生徒の毎日の検温や今までにない対応をお願いし、御家庭で
も協力していただきました。その結果、どうにか１学期を乗り越えることができました。本
当にありがとうございました。

また、地域自治会様からは、額体温計をはじめ、児童生徒の活動に結びつくように、
様々な野菜の苗や七夕用の竹をいただきました。日常の健康管理や交流に欠かせない
もので、本当に感謝しております。

さて、例年より少し遅い日程ですが、８月からは夏休みになります。「夏休みを思いっき
り楽しんでください。」とは言えないことが本当に寂しい限りです。実際には、家の中で過
ごすことが多くなるかとは思いますが、熱中症や風邪を引かないように気を付けながら、
さらにコロナウィルス感染症への対応にも、できる限りお願いできればと思います。

２学期になっても、今までのような学校生活はなかなか取り戻すことができないことが想
像できます。今後どのような対応をしていかなければならないかは、まだまだ不透明では
ありますが、現時点では２学期の行事の大幅な変更を考えざるを得ないと考えています。
くわしいことは、決定次第お知らせをさせていただくことになるとは思いますが、児童生徒
達が本当に楽しみにしているであろう、「修学旅行」や「たけまつり」等、例年どおりには実
施できないと思われます。ただ、場所や形、日程等を変えながらでも、児童生徒が経験で
きる機会を作っていきたいと考えておりますので、御理解をお願いいたします。

これからさらに、学校と御家庭・地域で協力をしながら、教育活動を続けさせていただき
たいと考えておりますので、今後とも御理解と御協力をよろしくお願いいたします。

京都府立八幡支援学校 校長 尾 崎 伸 次



８・９月の主な予定

８月 曜日 行事予定等

8/24 月 始業式

8/25 火 前期個別懇談、給食開始

8/26 水 前期個別懇談

8/27 木 前期個別懇談

9/1 火 開校記念日

9/29 火 小学部体験学習

9/30 水 第２回高等部学校説明会・体験学習（普通科・福祉総合科）

何かお気付きのことがありましたら、
学校まで御連絡ください。

TEL ０７５－９８２－７３２１
MAIL yawata-s@kyoto-be.ne.jp

１学期を振り返って

＜小学部総括主事より＞

例年にない新学期のスタートから２ヶ月。
新しい友達や先生とも少しずつ慣れ、子ど
も達の笑顔と元気な声が響いています。休
校期間の影響があるのではないかと心配し
ましたが、学校生活の様々なことに取り組
む姿に子ども達のたくましさを感じる１学
期となりました。

感染症に注意しながらも、楽しい夏休み
が過ごせるように願っています。

＜中学部総括主事より＞

６月の学校再開後も、これまでどおりに
はいかないことがたくさんありました。

そんな中で、授業にがんばって取り組ん
でいる姿を見るにつけ、子ども達自身の力
はもちろん、御家庭の御尽力に感謝せずに
はいられません。

２学期にまた笑顔で再会できるように、
夏休み中も健康に気を付けて過ごしてくだ
さい。

＜高等部総括主事より＞
「おはようございます」「さようなら」日

常の何気ないこんな挨拶の場面。

やっと、本当にやっと学校にも子ども達の
元気な声がこだまするようになったと思えば、
早、一学期の終了をむかえることとなりまし
た。

昨年度末から、登校が始まる６月までの長
い長い日々、今までの当たり前が、当たり前
でなくなり、健康や安全について改めて考え
させられました。

いろいろな形で制限があった中で、何気な
い日常の中に、小さいけれどたくさんの幸せ
があったのだと実感もできました。

これからも、感染症に注意と対策をしなが
らの生活は続いていくでしょう。しかし、で
きないことばかりに目を向けるのではなく、
こんな中でもできること、発見した新しい形、
新しい当たり前を探しながら前向きに生活を
していってほしいと願っています。

少し短くなった夏休みですが、新しい夏休
みを是非、有意義に過ごしてください。


